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論文内容の要旨
本論文はカ Jレボアニオン型中間体を経る新しい反応系を開発し，カ lレボアニン型中間体の生成と挙
動に関して知見を得ることを目的として系統的な研究をおこなった結果を記述したもので 5 章からな
っている。
第 1 章の緒論では本研究の意義および研究分野に占める位置が概説されている。
第 2 章 (4 節からなる)では α 位がハロゲン原子で置換されたカノレボアニオン型中間体の重合反
応への応用が検討されている。すなわち，ポリハロメタンと有機リチウム化合物との作用で生成する
αーハロカノレボアニオン型中間体をはじめて重合反応に応用し， 半導性と耐熱性の両面から興味をも
たれていたにもかかわらず従来合成が困難であったトランスーρ ーキシリリデンポリマーが高収率で
生成することが見出されている。
第 3 章，第 4 章ではスノレホン基によって安定化されたカノレボアニオン型中間体を経る新しい反応系
が検討さ~1，ている。
まず第 3 章 (8 節からなる)ではアノレカンスノレホニノレハライドと活性有機アノレカリ金属化合物との
新しい反応系が開発され，ハロゲンの差異にもとずく反応性の差異，反応におよぼす溶媒，金属，基
質の構造の影響などが系統的に研究され， αース Jレホニノレカ Jレボアニオン型中間体の生成と挙動に関
して詳細が明らかにされている。さらに本反応系においては多くの新物質が単離確認されている。ま
た従来全く合成されていなかった新しい型のオリゴスノレホンの生成が見出され，その生成に影響をお
よぼす諸因子が検討される。
第 4 章 (4 節からなる)ではア Jレカンス lレホン酸エステノレと活性有機アノレカリ金属化合物との新し
い反応が検討され， αースノレホニノレカ jレボニアオン型中間体の生成と挙動の観点からス Jレホニ Jレハラ
イドの反応と比較し，官能基の相違による反応性の差異が明らかにされている。さらにクライゼン縮
-283 ー
合反応に相当する反応がスノレホン酸エステノレにおいてはじめて見出され，その反応に影響をおよぼす
諸因子が検討されている口
第 5 章の結論では本研究で得られた結果が総括されている。
論文の審査結果の要旨
本論文は有機合成反応におけるあたらしい中間体であるカルボアニオン型中間体をもちいて，従来
合成が困難であったトランス ρ ーキシリリデンポリマーや新しいポリス Jレホンを高収率で合成するこ
とに成功している。
またこれらの合成をおこなうにあたり，基質の構造，ア jレカリ金属化合物，および溶媒などと反応
生成物の関係についてくわしい検質をおこないカノレポアニオンの化学についても重要な結果を得てい
る。
以上のように本論文は化学工業に寄与するところが大きく博士論文として価値あるものと認める。
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